
別記様式（第74条関係）（平28農水令41・全改、令2農水令27・一部改正）農地における利用の意向について年月日住所氏名電話番号下記の農地について以下のとおり利用します。なお、本日から6月を経過する日までに農業上の利用の増進が図られない場合には、農地法（昭和27年法律第229号）第39条第1項の規定による都道府県知事の裁定により、賃借権の設定が行われる場合があることについて承知いたします。記農地の所在等と利用の意向利用の意向（以下の選択肢所在・地番地目面積（㎡）の番号（④の場合は、意向の具体的内容）を記入）【農地の利用の意向の選択肢】①当該農地について、農地中間管理機構（機構名：〇〇）が行う農地中間管理事業を利用します。②当該農地について、自ら所有権の移転又は賃借権その他の使用収益を目的とする権利の設定若しくは移転を行います。③自ら耕作します。④その他（記載要領）1届出者の氏名（法人にあっては、その代表者の氏名）を自署する場合においては、押印を省略することができます。2届出者が法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそれぞれ記載してください。（備考）1必要に応じて、農地中間管理事業の概要等を別途記載することができます。2農地の所在等と利用の意向欄は、必要に応じ、行を加除することができます。 


